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秩父新電力の概要

電力需要

公共施設

事業所 一般家庭

電力供給

ごみ発電

太陽光発電

小水力発電

秩父新電力

地消

地産



１．仕組み

・需要家から毎月の電気料金に含めて徴収

電気料金（円） 容量拠出金単価（円/kW） 契約電力（kW）

・年度末時点で、OCCTOから請求されている金額と、需要家から受領済の容量拠出金に10万円以上の
差額がある場合、その差額分については、3月分の電気料金にて加減する形で需要家に調整を行う

・電力広域的運営推進機関（以下、OCCTO）に支払う

OCCTO

電力広域的運営推進機関秩父新電力
容量拠出金の支払い

秩父新電力 需要家
差額の調整



２．営業活動への影響（課題・問題点）

プランの特徴に関する説明より、価格に関連
する内容対して説明を求められ、営業トーク
や提案内容における価格説明責任が重い。

需要家からの理解を得るまでに時間がかか
る。

説明負担の増加

需要家がより安い料金プランの他社
に切替える可能性が高まり、価格競
争に巻き込まれやすくなる。

価格競争の激化



３．工夫や取り組み

容量拠出金を明確に提示し、
透明性のある説明を行う。

情報開示の徹底

地域連携の強化

秩父新電力 発電事業者

OCCTO
電力広域的運営推進機関

容量拠出金の請求

容量拠出金の
支払い

容量確保契約
金額の支払い

連携！



３．工夫や取り組み

相対契約の見直し

相対契約 相対契約

容量確保契約金

相対契約

容量確保契約金

もともとの
負担額

相対契約の見直しで
もともとの

負担額と同等に

当初の契約 容量市場導入後
（相対契約見直しなし）

容量市場導入後
（相対契約見直しあり）

kW価値 
kWh価値 

kW価値 
kWh価値 

kW価値 

kWh価値 

kW価値 

負担軽減策

・相対契約の見直しを行った
→クリーンセンターが容量確保契約金を受け取れる立場になり、その分の負担額を減らすことができた



ちちぶから
地域の未来
を照らす


